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１．「健康な食事」について
　日本人の長寿を支える「健康な食事」について、国民や社会の理解を深め、取り組みやすい環境の
整備が重要であることから、厚生労働省では平成25年６月から「健康な食事」のあり方に関する検討
を重ね、平成26年10月に検討会報告書としてとりまとめた。この検討会報告書を踏まえ、「『健康な
食事』の普及について」及び「生活習慣病予防その他の健康増進を目的として提供する食事の目安の
普及について」の通知が自治体及び関係団体宛てに発出された。この通知による取組は、国民健康づ
くり運動である「健康日本21（第二次）」に基本的な方向として掲げる健康寿命の延伸に向けて、個
人の食生活の改善と社会環境の整備を推進することを目的としたものであり、今後も効果的な取組が
推進されるよう、普及に努められている。…
２．「『健康な食事』の普及について」
　「健康な食事」とは、健康な心身の維持・増進に必要とされる栄養バランスを基本とする食生活が
無理なく持続している状態を意味している。その実現には、主食・主菜・副菜を組み合わせて食べる
ことが重要であり、健康や栄養バランス、おいしさや楽しみ、食料生産・流通、食文化まで様々な要
因から構成されている。しかしながら、若い世代を中心にこれらのそろう食事がとられていない状況
が見受けられる。日本人の平均寿命が延伸し、世界でも高い水準を示していることには、日本人の食
事が一助になっていると考えられている。また、日本の食事の特徴は、気候と地形の多様性に恵ま
れ、旬の食べ物や地域産物といった多様な食べ物を組み合わせて、調理して、おいしく食べること
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で、バランスのとれた食事をとってきたことにある。こうした特徴を生かし、日本人の長寿を支える
「健康な食事」について、国民や社会の理解を深め、取り組みやすい環境の整備が重要であることか
ら通知がなされた。
３．「生活習慣病予防その他の健康増進を目的として提供する食事の目安の普及について」
　平成25年度から開始している「健康日本21（第二次）」では、健康寿命の延伸に向けて、適正な量
と質の食事をとる者の増加を目標に掲げ、個々人の食生活の改善と社会環境の改善を図ることとして
いる。…また、平成27年に施行された「日本人の食事摂取基準（2015年版）」では、生活習慣病予防
や健康の保持・増進を図るために必要なエネルギー及び34項目の栄養素の基準値を定めているが、こ
れらの栄養素をバランス良く摂取するためには、日々の食事を適切な内容に整える必要がある。…こ
れまで、「食生活指針の推進について（平成12年３月24日閣議決定）」や「『食事バランスガイド』
の普及活用について（平成17年８月１日付け健発0801004号・17消安4642号厚生労働省健康局長、農
林水産省消費・安全局長連名通知）」を通して食生活改善に取り組まれてきたが、依然として肥満や
やせ、栄養バランスの偏りなどの課題がみられる。また、自分で調理し食事を作る機会が減り、中食
や外食の利用が進む中で、食事の選択は多様となり、バランスのとれた食事をとることが難しくなり
つつある。このため、生活習慣病予防や健康増進の観点から、栄養バランスのとれた食事の普及が
様々な食事の提供場面で一層の工夫や広がりをもって展開されるよう、生活習慣病予防その他の健康
増進を目的として通知がなされた。
４．「健康な食事・食環境」認証制度
　これらの通知により、生活習慣病予防や健康増進の観点から、栄養バランスのとれた食事の普及が
さまざまな食事の提供場面で一層の工夫や広がりをもって展開されることを目指し、「生活習慣病予
防その他の健康増進を目的として提供する食事の目安」（表１）が示された。地方自治体や関係団体
には、それぞれの地域や対象特性に合わせて、この目安等を活用・展開し、「健康な食事・食環境」
について国民や社会の理解を求める活動を展開してほしいと協力が求められたため、特定非営利活動
法人日本栄養改善学会と日本給食経営管理学会が中心になり、栄養バランスのとれた食事がとりやす
い食環境整備の推進を行うことをめざして事業をスタートさせ、生活習慣病関連学会や「健康経営」
推進団体（平成30年７月26日時点での参加団体は、特定非営利活動法人日本栄養改善学会、日本給食
経営管理学会、特定非営利活動法人日本高血圧学会、一般社団法人日本糖尿病学会、一般社団法人日
本肥満学会、一般社団法人日本公衆衛生学会、特定非営利活動法人健康経営研究会、一般社団法人日
本健康教育学会、一般社団法人日本腎臓学会、一般社団法人日本動脈硬化学会の10団体）とともに
「健康な食事・食環境」コンソーシアムを立ち上げ、「健康な食事」認証制度を行うこととなった。
「健康な食事・食環境」認証制度とは、健康な食環境整備をめざした「健康な食事・食環境」推進事
業の一環として行う制度である。外食・中食・事業所給食で、「スマートミール（健康な食事）」
を、継続的に、健康的な空間（栄養情報の提供や受動喫煙防止等に取り組んでいる環境）で、提供し
ている店舗や事業所を認証する。認証を受けた施設は、「健康な食事・食環境」のマークを使って
メニューやPOP等で「スマートミール」を提供している店舗であることをアピールできることとし
ている。また、平成30年11月16日に行われた首相官邸…未来投資会議　産官協議会「次世代ヘルスケ
ア」会合（第２回）において、厚生労働省より「健康な食事」の普及について、健康寿命の延伸のた
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めには国民が信頼できる情報のもとで栄養バランスのとれた食事を日常的にとることが可能な環境を
整備していくことが重要であるとしており、「健康な食事・食環境（スマートミール）」認証制度が
紹介されている。
　本学のカフェテリアでは、魅力的な「新しい学食」の必要性が提案されたことから2012年より環境
整備に取り組んでおり、健康に資する要素を含む栄養バランスのとれた食事を考案している。この
「健康な食事・食環境」認証を取得することができれば、本学学生・教職員だけでなく、地域住民へ
向けても「健康な食事・食環境」のマークを使ってメニューやPOP等で「スマートミール」を提供
している店舗であることをアピールすることができ、栄養バランスのとれた食事を日常的にとること
が可能な環境を整備することにつながるのではないかと思われる。そのため、「健康な食事」認証制
度に応募することとした。
表１　「生活習慣病予防その他の健康増進を目的として提供する食事の目安」
表 1 「生活習慣病予防その他の健康増進を目的として提供する食事の目安」 
 
 
方法 
スマートミールの基準は、厚生労働省の「生活習慣病予防その他の健康増進を目的とし
て提供する食事の目安」（平成 27 年 9 月）や日本人の食事摂取基準（2015 年版）等を基
本とし、さらに給食会社 4 社の実際のヘルシーメニューの献立分析を行って決定した基準
であり、料理・食品の構成は表のとおりである（表 2）（表 3）。 
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方法
　スマートミールの基準は、厚生労働省の「生活習慣病予防その他の健康増進を目的として提供する
食事の目安」（平成27年９月）や日本人の食事摂取基準（2015年版）等を基本とし、さらに給食会社
4社の実際のヘルシーメニューの献立分析を行って決定した基準であり、料理・食品の構成は表のと
おりである（表２）（表３）。
表２　料理・食品の構成
表３　１食あたりの提供エネルギー量（２段階）による分類
　さらに、外食及び給食部門においては、必須項目７項目（図１）及びオプション項目17項目（図
２）を含む24項目、中食部門においては、必須項目６項目及びオプション項目16項目を含む22項目の
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表 3 １食あたりの提供エネルギー量（2 段階）による分類 
 
 
さらに、外食及び給食部門においては、必須項目 7 項目（図 1）及びオプション項目 17
項目（図 2）を含む 24 項目、中食部門においては、必須項目 6 項目及びオプション項目
16 項目を含む 22 項目のうち、必須項目を満たす場合には、☆のつく店舗等として認証さ
れる。また、必須項目に加え、オプション項目が 5 項目以上つく場合には、☆☆のつく店
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項目（図 2）を含む 24 項目、中食部門においては、必須項目 6 項目及びオプション項目
16 項目を含む 22 項目のうち、必須項目を満たす場合には、☆のつく店舗等として認証さ
れる。また、必須項目に加え、オプション項目が 5 項目以上つく場合には、☆☆のつく店
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うち、必須項目を満たす場合には、☆のつく店舗等として認証される。また、必須項目に加え、オプ
ション項目が５項目以上つく場合には、☆☆のつく店舗等として、オプション項目が10項目以上つく
場合には、☆☆☆のつく店舗等として認証される。本学カフェテリアの取り組み状況を鑑み、現段階
では☆☆☆は難しいと考えたため、今回は☆☆を目標に、第１回「健康な食事」認証制度に応募する
こととした（表４）。
図１　「健康な食事・食環境」認証基準（必須項目）
　前述の通り、本学のカフェテリアでは、以前より健康に資する要素を含む栄養バランスのとれた食
事を考案している。曜日替わりで季節ごとにメニューの見直しを行う「ヘルシー」ランチと、月替わ
りでテーマ（免疫力の低下しやすい、風邪をひきやすい季節であれば、免疫力アップなど）を決める
「アップ」ランチがある。そのため、「ヘルシー」をスマートミールの「ちゃんと」の基準、「アッ
プ」をスマートミールの「しっかり」の基準に合わせることとした。
舗等として、オプション項目が 10 項目以上つく場合には、☆☆☆のつく店舗等として認
証される。本学カフェテリアの取り組み状況を鑑み、現段階では☆☆☆は難しいと考えた
ため、今回は☆☆を目標に、第 1 回「健康な食事」認証制度に応募することとした（表 4）。 
 
 
図 1 「健康な食事・食環境」認証基準（必須項目） 
 
 前述の通り、本学のカフェテリアでは、以前より健康に資する要素を含む栄養バランス
のとれた食事を考案している。曜日替わりで季節ごとにメニューの見直しを行う「ヘルシ
ー」ランチと、月替わりでテーマ（免疫力の低下しやすい、風邪をひきやすい季節であれ
ば、免疫力アップなど）を決める「アップ」ランチがある。そのため、「ヘルシー」をスマ
ートミールの「ちゃんと」の基準、「アップ」をスマートミールの「しっかり」の基準に合
わせることとした。 
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図２　「健康な食事・食環境」認証基準（オプション項目）
表４　制度のスケジュール（2018年度）
結果
　「ヘルシー」は日本人の食事摂取基準（2015年版）の18～29歳の女性で身体活動レベルⅡを想定
し、「アップ」は日本人の食事摂取基準（2015年版）の18～29歳の男性で身体活動レベルⅡを想定し
 
図 2 「健康な食事・食環境」認証基準（オプション項目） 
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ている。スマートミールの基準も日本人の食事摂取基準（2015年版）等を基本としているため、大幅
に変更することなく基準に合わせることができた（図３）（図４）。オプション項目については、12
「スマートミールの主菜の主材料として、週３日以上、大豆・大豆製品を提供している」・13「ス
マートミールに、栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量）を示して
いる」・15「スマートミールが1日２種以上ある」・23「卓上に調味料を置いていない」・24「食環
境改善のための会議等を定期的に開催している」を満たすことができた。12「スマートミールの主菜
の主材料として、週３日以上、大豆・大豆製品を提供している」は、主菜として大豆・大豆製品を
「ヘルシー」と「アップ」をあわせて３日以上提供しているため満たすことができた。13「スマート
ミールに、栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量）を示している」
は、ポスターに栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量）と野菜等の
重量を表示しているため満たすことができた。15「スマートミールが1日２種以上ある」は、「ヘル
シー（「ちゃんと」）」「アップ（しっかり）」の２種を提供していたため満たすことができた。23
「卓上に調味料を置いていない」は、調味料はカウンターにまとめて置いてあるため満たすことがで
きた。24「食環境改善のための会議等を定期的に開催している」は、月に１回は本学教職員とカフェ
テリアの業者とが連携し会議を開催しているため満たすことができた。以上のことから、オプション
項目として合計５項目を満たすことができたため、☆☆のつく店舗として認証された。
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図３　「ヘルシー（春）」ポスター
 
図 3 「ヘルシー（春）」ポスター 
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図４　「アップ（４月）」ポスター
考察
　栄養バランスのとれた食事を日常的にとることが可能な環境を整備することにつながるのではない
かと考え、「健康な食事」認証制度に応募し、☆☆のつく店舗として認証されることができた。第一
回の認証店舗数は16,809店舗であり、内訳として外食は認証25件（認証店舗数395店舗）、中食は認
証11件（認証店舗数16,736店舗）、給食は認証件数34件（認証店舗数34店舗）であった。次の目標と
して☆☆☆のつく店舗として認証されるためには、オプション項目としてあと５項目を満たす必要が
ある。実施可能と思われる項目として、10「スマートミールの主食量を、選択または調整できること
がメニュー選択時にわかる」・14「スマートミールの栄養成分表示に、飽和脂肪酸の量を示してい
る」・17「メニューに漬物や汁物をつけないことができ、メニュー選択時にわかるように表示してい
る」・19「野菜70g以上のメニューを提供している（サラダバーを含む）」・21「果物を提供してい
る（シロップづけを除く）」・22「減塩の調味料を提供している」などがあげられる。10「スマート
ミールの主食量を、選択または調整できることがメニュー選択時にわかる」は、主食を少なくするこ
とが可能である文言をポスターに記載することで満たすことができると思われる。14「スマートミー
ルの栄養成分表示に、飽和脂肪酸の量を示している」は、ポスターに飽和脂肪酸の量を記載すること
で満たすことができると思われる。17「メニューに漬物や汁物をつけないことができ、メニュー選択
時にわかるように表示している」は、汁物を付けない選択をすることが可能である文言をポスターに
記載することで満たすことができると思われる。19「野菜70g以上のメニューを提供している（サラ
ダバーを含む）」は、野菜を摂取できる単品メニューを設けることで満たすことができると思われ
 
図 4 「アップ（4 月）」ポスター 
 
考察 
 栄養バランスのとれた食事を日常的にとることが可能な環境を整備す につながる
ではないかと考え、「健康な食事」認証制度に応募し、☆☆のつく店舗として認証される
ことができた。第一回の認証店舗数は 16,809 店舗であり、内訳として外食は認証 25 件（認
証店舗数 395 店舗）、中食は認証 11 件（認証店舗数 16,736 店舗）、給食は認証件数 34 件
（認証店舗数 34 店舗）であった。次の目標として☆☆☆のつく店舗として認証されるた
めには、オプション項目としてあと 5 項目を満たす必要がある。実施可能と思われる項目
として、10「スマートミールの主食量を、選択または調整できることがメニュー選択時に
わかる」・14「スマートミールの栄養成分表示に、飽和脂肪酸の量を示している」・17「メ
ニューに漬物や汁物をつけないことができ、メニュー選択時にわかるように表示してい
る」・19「野菜 70g 以上のメニューを提供している（サラダバーを含む）」・21「果物を提
供している（シロップづけを除く）」・22「減塩の調味料を提供している」などがあげられ
る。10「スマートミールの主食量を、選択または調整できることがメニュー選択時にわか
 
図 3 「ヘルシー（春）」ポスター 
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る。21「果物を提供している（シロップづけを除く）」は、デザートとして果物を付けることで満た
すことができると思われる。22「減塩の調味料を提供している」は、減塩の調味料を使用することで
満たすことができると思われる。しかしながら、メニュー内容や予算等の関係もあるため、カフェテ
リアの業者と連携しながら実施可能な項目を少しずつ増やし、今後は☆☆☆のつく店舗として認証さ
れることを目標にしていきたいと考える。
　本取り組みを実施するにあたり多大なるご理解とご協力をいただきましたカフェテリアの業者であ
るグッドフーズ有限会社の皆様に厚く御礼申し上げます。
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